
令和３年度 応 神 中 学 校 総 括 評 価 表

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 数 と 活 動 計 画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

１ 豊かな心の育成 評 価 指 標 評価指数の達成度 総 合 評 定 ２年生の生徒がＳＤＧｓを積 自尊感情を高めるための
①人権教育の推進 生徒アンケートにおいて ①「あてはまる」「ほぼあてはまる」と答えた生 （評定） 極的に推進している成果もあ 教育活動をさらに推進

①「互いの人権を大切にし，仲間を大切にして生 徒は93%で95%には及ばなかったが，教職員アンケ り，保育所等でも作成したＳ し，自他共に大切にでき
活している。」 95％以上 ートで「人権や生命を尊重する姿勢で指導にあた ＤＧｓカルタで遊んでいる。 る生徒の育成を図る。

②自尊感情を高める教育活動の推 ②ー１「自分のことが好きである。」70%以上 っている」という項目は100%であった。 地域にも活動が浸透してきて
進 ②－２自分が責任を果たすことを通して，充実感 ②－１ 43%で予想を大きく下回った。（今年度よ いる。

を得られるような教育活動を学期に１回以上実施 り学校評価に入れた項目）
する。 ③－２ 資源ゴミ回収や文化祭，２年生において （所見）
活 動 計 画 はＳＤＧｓの活動など，各学期に１回以上責任を 小規模校の利点を 授業中も落ち着いて学習でき
①教職員で人権教育の研修を実施し，人権教育の もって活動できる教育活動を実施できた。 生かし，個々にき ている。さらなる学力向上に
推進を図る。 活動計画の実施状況 め細やかな支援を 向けて，学習習慣の定着をお
②自分を認められるような生徒への声かけを教員 ①教職員全体で３回以上人権教育研修を実施し， 行い，行事や教育 願いしたい。
が心がける。 積極的な意見交換ができた。 活動を通して充実
③個に応じた支援と授業のユニバーサルデザイン ②教職員が積極的に肯定的な声かけを行った。 感や達成感を味わ
化を図る。 ③授業においては効果的に視覚支援を行うことが わせることができ 自転車通学の様子が気になる

できた。 た。 ことがあった。今後も通学の
２ たくましく生きる 評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定） 様子を通して子どもたちを地 キャリア教育をさらに推
力の育成 ①健やかな体の育成 ①毎日，検温，手洗い，消毒を徹底するよう促し， ①教職員が声かけをし，ほとんどの生徒は検温， 域ぐるみで見守っていく。 進し，生徒が目標をもっ

新しい生活様式を意識した生活を心がける。 手洗い，消毒が習慣化している。 て，意欲的に学校生活を
②生徒主体の活動の活性化 ②－１「清掃活動や校内美化活動に進んで取り組 ②80%が「進んで取り組んでいる」と答えている。 過ごせるような状況を設

んでいる。」85％以上 生徒は積極的に朝のボランティア清掃に参加する 定する。
②－２「目標をもって学校生活を過ごしている。」 ことができた。
75%以上 ③教職員が積極的にキャリア教育を行った結果， （所見）

78%が「目標をもって過ごしている」と答えた。 給食も残食がほ
活 動 計 画 活動計画の実施状況 とんどなく，健
①保健だよりや給食だよりなどで，健康の保持増 ②常時の声かけとともに，保健だよりや給食だよ 康に留意した学
進を啓発する。 りを配布した時に，担任が内容について触れ啓発 校生活と生き生
②生徒会専門委員会での生徒による活動を充実さ を促すことができた。 きとした教育活
せる。 ②生徒会担当教員が中心となり，生徒が主体的に 動が展開できて

活動できる場を設定した。 いる。
３ 確かな学力の育成 評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定） 基礎基本の徹底を教職員

①「わかる授業」の創造 生徒アンケートにおいて ①90%の生徒が「わかりやすく授業を行っている」 の共通理解のもと，さら
①先生は，生徒が意欲をもって学習できるよう工 と答えている。学力向上につなげていくことが課 に生徒に呼びかける。ま
夫し，わかりやすく授業を行っている。90％以上 題である。 た，授業や家庭学習でタ

②家庭学習の支援 ②「１日の家庭学習の平均時間」２時間以上60％ ②57%の生徒が２時間以上家庭学習に取り組めて ブレットをより効果的に
以上 いる。そのうち３時間以上は26%であった。 活用できるように教職員

③学習規律の確立 ③－１「授業の準備物などを忘れることなく，用 ③－１84%の生徒が忘れずに用意できたと答えた。 （所見） のスキルアップを図り，
意ができている。」80％以上 ③－２真剣に授業に取り組めたと答えた生徒は90 落ち着いた学校生 学力向上につなげてい
③－２「真剣に授業に取り組んでいる。」88%以上 ％であった。 活ができており， く。
活 動 計 画 活動計画の実施状況 学習に対する意識
①一人一台タブレットを効果的に活用する。 ①タブレットを有効に活用し，教科によっては深 も全体的に高くな
②テスト前等に学習の仕方や学習のポイント等を い学びにつながるような活動ができていた。 ってきた。
生徒に配布する。 ②定期テストの際は，はやめにポイントを伝えた。
③学校全体でチャイム着席を徹底するとともに， ③移動教室の後などは，生徒の授業準備が不十分
生徒の様子について共通理解を図る。 なときがあった。

４ 保護者・地域との 評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定） 保護者や地域の方々と話
連携 ①積極的な情報発信 保護者アンケートにおいて ①－１保護者の90%が「伝えている」と答えた。 し合える機会を積極的に

①－１「学校は，教育目標や教育方針を学校便り ①－２保護者の90%が「意思疎通を行っている」 つくり，教育活動をより
等を通じてわかりやすく伝えている。」93％以上 と答えた。 よくするための方策を模
①－２「学校は，家庭への連絡や保護者との意思 ②コロナ禍ではあったが，その都度連絡を取り合 索する。
疎通を適切に行っている。」90%以上 い，学校の状況を伝え，学期に１回以上の情報交

②「応神学園」としての連携推進 ②地域の幼小中高等学校や地域の方々と適宜連絡 換ができた。 （所見）
を取り合い，学期に１回以上情報交換をする。 学校の教育活動に
活 動 計 画 活動計画の実施状況 ついて，地域や保
①ホームページや学校だよりなどで，教育活動の ①ホームページ，マチコミ，学校便りで積極的に 護者と共有し，協
様子を積極的に発信する。 発信した結果，前期より6%アップした。 力を仰ぐことがで
②教育活動や学校行事については地域や保護者な ②保護者の方のご意見を検討したり，取り入れた きた。
どに呼びかけ，協力を仰ぐ。 りすることで，円滑な教育活動の実践に努めた。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：おおむね達成できた Ｃ：達成できなかった
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